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１．目的  

 都市部における大気汚染問題の局所対策技術として，脱硝装置の導入が進んでおり，首都高速道路中央環状

新宿線および東京都道環状 8号線（共に東京都内）への低濃度脱硝装置の導入が決定された．脱硝技術は，二

酸化窒素（以下，ＮＯ２）を除去するＮＯ２除去，一酸化窒素（以下，ＮＯ）とＮＯ２の双方を除去するＮＯｘ

除去に分けられる．当社のＮＯｘ除去においては，オゾンを添加することによりＮＯをＮＯ２へ酸化する工程

がある．効率的なＮＯｘ除去のためには，ＮＯのオゾン酸化現象を定量的に把握し，システム設計に反映させ

ていくことが必要である． 

 本研究では，沿道実ガス中のＮＯｘを対象とし，ＮＯ酸化率とオゾン添加量の関係から目標ＮＯｘ除去率を

達成するための最適オゾン添加量を理論的に導き，効率的なＮＯｘ除去システムの構築に反映させることを目

的としている． 

２．ＮＯとオゾンの反応モデル  

 オゾンによりＮＯはＮＯ２へと酸化されるが，反応式は次式の通りである． 

ＮＯ＋Ｏ３→ＮＯ２＋Ｏ２・・・（１） 

 次に，反応速度式を示す． 

   ｄｘ/ｄｔ＝ｋ[ＮＯ] [Ｏ３]＝ｋ（a－ｘ）（ｂ－ｘ）・・・（２） 

ここで，ｘ：反応時間ｔにおけるＮＯ減少量（ppm）（＝ＮＯ２の増加量） 

     ｔ：反応時間（min），ｋ：反応速度定数 

[ＮＯ]：ＮＯ濃度（ppm），ａは初期濃度   

[Ｏ３]：オゾン濃度（ppm），ｂは初期濃度 

 式（２）を積分することにより下記の式（３）が得られる． 

   ｘ＝ａｂ（ｅａｋｔ－ｅｂｋｔ）/（ａｅａｋｔ－ｂｅｂｋｔ）・・・（３） 

  反応速度定数ｋは文献により異なり，２０～３３（ppm－１min－１）が用いられているⅰ）．今回得られた実

測値を用いて，実機における最適な反応速度係数ｋ値を求めた． 

 

３．実験方法  

 東京都目黒区青葉台における東京都公募実験（大規模交 

差点におけるＮＯｘ・ＳＰＭ除去設備実験）の一部として 

今回の実験を行った．実験では，沿道からの実汚染大気を 

設備最後部の換気ファンにて吸引し，ダクト部分からオゾ 

ンを添加した（写真－１参照）． 

また，装置入口（オゾン添加位置の上流側）および出口 

（ファンの下流側）でのＮＯ，ＮＯ２濃度を測定し，オゾ 

ン添加によるＮＯのＮＯ２への酸化状態を確認した． 
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実験は，下記２パターンの条件（表－１参照）で行い，入口ＮО濃度とＮＯ酸化量の関係を確認した．ここ

にＮＯ酸化量は入口ＮＯ濃度から出口ＮＯ濃度を差し引いた値とした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．実験結果と考察  

 パターン①，②における実測値と理論値を比較したグラフを図－２，３に示す．今回の実験においては，最

適な反応速度定数は，ｋ＝27 となった．ＮＯ酸化量の理論値は，式（３）においてｋ＝27 としたものである．

どちらのパターンにおいても実測値と理論値が概ね一致することが分かる．また，パターン①，②のグラフに

ついても極めて近似したものであることが分かる．これらより，実機におけるオゾン添加システムにおいてｋ

＝27 が妥当であること，また，処理風量が半分であればオゾン添加量を半分にしても同等の酸化量を確保で

きることが確認できた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

 今回，実機を用いて大気浄化技術でのＮＯｘ除去におけるＮＯのオゾン酸化現象を確認した．その結果，式

（３）によりＮＯの酸化現象を表現できること，今回の実験の範囲内での最適な反応速度定数は，ｋ＝27 で

あること等が明らかとなった．また，処理風量と必要オゾン添加量の間には比例関係が成り立つという結果を

得ることが出来た． 
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実 験 条 件 パターン① パターン② 

処理風量 ２ｍ３/秒 １ｍ３/秒 

酸化反応時間（オゾン添加～脱硝槽到達） ３．５秒 ７．０秒 

図－1 実験フロー 
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図－２ ｋ＝27，パターン① 
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図－３ ｋ＝27，パターン② 

表－１ 実験条件 
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